
「八洲学園大学（やしまがくえんだいがく）」とは？

2004年に開学した文部科学省認可の通信制大学です。日本で初めて、インターネットを利

用しての学位や国家資格取得を実現しました。「生涯学習学部 生涯学習学科」1学部1学科

の単科大学です。公開講座として学生に限らず広く一般の方を対象とした講座を多数開講し

ています。公開講座を通じて、生涯学習社会の実現、社会連携の推進を目指しています。

  　ライブ受講　   2月13日（土）10:40－12:10、13:00－14:30、14:40－16:20  

オンデマンド受講  2月14日（日）～3月31日（水） ※申込期限は2月28日（日）

八洲学園大学　2020年度オンライン公開講座

自然災害の歴史と調べ方



　講座概要

将来のことは何が起きるかわから

ず不安に思うことが多いかもしれ

ません。しかし、これまでも自然

災害は発生していました。日本に

は多くの歴史史料が残されており、

当時の人々が災害の被害や復旧・復

興策について記しています。この

貴重な体験記を読み解き、過去か

ら学んで今後の防災に生かしていた

たいと思います。

本講座では、江戸時代から昭和初期

にかけての地震・噴火災害を取り上

げます。各災害の被害状況だけでは

なく、史料の読み方、史料調査の仕

方についても扱っていきます。

お問い合わせ先：

八洲学園大学　公開講座担当　TEL：045-317-4401（受付時間9:00-17:00※土日祝日含む）　E-mai l：u-yue@yashima.ac. jp
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[第1回　日本の災害史]

主に江戸時代から昭和初期にかけて発生した地震・噴火災害について

取り上げます。日記や絵図史料などの歴史史料から過去に発生した

災害について復元する方法を学びます。

開講日 時間 （講座）内容

　開講スケジュール

14:40

-16:10
３

[第2回　地域の災害史]

第1回では地震・噴火史の全体像について取り上げました。この回ではより

地域を絞って、村や町単位での災害や復旧・復興について学びます。文献史

料だけではなく、石碑についても扱います。

[第3回　災害史料を読む]

災害史料の紹介と読み方について学びます。簡単なくずし字や鯰絵などを読

んでいきます。史料の探し方についても紹介します。

　講師紹介

村岸 純

八洲学園大学 専任講師

師として、災害史の講義を担当している。

【八洲学園大学 正規担当科目】

・図書・図書館史

・情報サービス演習２

・学校図書館メディアの構成

1703年元禄関東地震の研究により博士

号を取得。大学院修了後は東京大学地震

研究所の特任研究員として歴史地震の研

究に従事した。現在も他大学の非常勤講


